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ヴァイマル共和国時代における
ドイツ共産主義少年運動の沿革
小山孝直
ー序一
ドイツは、第一次大戦の敗北、 1918年11月の
革命を経て生まれ変った。即ち、一般に極めて
民主的であると云われる所謂ヴァイマル憲法を
持つ議会制民主主義のヴァイマル共和国となっ
た。このヴァイマル共和国において労働者階級
の前衛組織としてあったのがKPD (ドイツ共
産党）であった。
ヴァイマル体制下のKPDの活動方針は、今
日、その全てが適切であったとは云いがたいが、
KPDは、基本的には、一貫して、ヴァイマル
体制の民主的な外見に隠された本質的な反人民
的性格を告発し、労働者・勤労大衆の利益を代
弁するその諸々の闘いを、労働者・勤労大衆の
解放に向けて展開すると共に、ヴァイマル体制
下に制約された限度で保証された民主主義的諸
権利を、露骨で極端な反動勢力（帝政主義、軍
国主義、ファシズム等々）から擁護する大衆運
動と連帯し、その先頭に立っていた。
ヴァイマル体制下でKPDの指導のもとに遂
行された諸々の運動・闘争の主要なものに、教
育をめぐる運動・闘争があり、そして、その一
環として行なわれたのが、労働者・勤労大衆の
子供達の組織化・共産主義少年運動であった。
ヵ''るドイツ共産主義少年運動は、 ドイツ11
月革命及びその後のヴァイマル体制化での階級
意識あるドイツ労働者の運動・闘争、国際的な
共産主義諸運動と密接に結合して発生•発達し
た。それは、また同時に、ソ連邦のピオニール
をはじめ、他の資本主義国（フランス、スイス、
オーストリア、デンマーク、ノルウェイ、等々）
における諸プロレタリア少年運動と共に、国際
共産主義少年運動の戦線を形成していた。
ソヴィエト・ロシアにあっては、 22年5月に、
従来のスカウト的要素を最終的に払拭し、明確
な階級的立場に立って活動するピオニールが出
現したが、 ドイツ共産主義少年運動が、それに
先行して発生し、そして、後には、ソヴィエト
・ピオニールの経験・成果をヴァイマル体制下
に応用し、他の資本主義諸国の諸プロレタリア
少年運動に比して、質的・量的に高い水準を保
持していたことは、注目さるべきである。ドイ
ツ共産主義少年運動は、当時の資本主義社会に
おける労働者・勤労大衆の子供達の組織化・活
動の典型的な実例・実践であった。そこには、
顧みられるべき貴重な経験・成果が蓄積されて
いる。それ等は、今日に継承されなくてはなら
ない。力)'る意味において、ヴァイマル共和国
時代におけるドイツ共産主義少年運動研究には、
一定の意義があると思われる。
そこで、本稿は、ヴァイマル共和国時代にお
けるドイツ共産主義少年運動研究の一環として、
さしあたり、ヴァイマル期ドイツ共産主義少年
運動の沿革、つまり、組織・ 活動形態の変遷の
概観に焦点を絞り、具体的な活動内容等につい
ては、後の機会に譲ることとする。
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第一章 第I期 ・KKG (共産主義少年団）
の時代
第一節 KKGの発生・成立
休戦条約が締結され (18年1月11日）、一応の
平和が訪ずれた。だが、 ドイツ経済は崩壊し、
物資が極度に不足し、なかんずく労働者・勤労
大衆は、餓えと寒さに晒されていた。一説によ
れば、休戦以降、 19年1月初頭までで、餓死者
約百万人、この冬、悪性感冒による死者、 1日
二千以上、更に、兵士の復員で増大する失業者
は、ベルリンだけで約25万人いたと云われる。
そして、 19年6月28日調印の講和条約は、 ドイ
ツ経済の崩壊を決定的なものとし、戦時経済の
後遺症であるインフレーションを加速し、労働
者・勤労大衆の生活を圧迫した。否、 ドイツの
支配階級は、条約による負担を、インフレ政策
で労働者・勤労大衆に転嫁し、その犠牲の上に、
経済復興・ 条約履行を計ったのである。
労働者・勤労大衆の生活をどん底に突落した
インフレは、 23年末頃まで続く。その激しさは、
為替相場の変動〔当初1ドル4.20マルクであっ
たが、 20年・ 75、22年・ 400、23年7月・ 16万、
8月・ 100万、 9月・990万、 10月・250億、 11月
. 2兆マルクとなった〕から、容易に推定する
ことができるであろう。
ヵ''る過酷な戦後危機の時期に、労働者・勤
労大衆の子供達は、衣食住の劣悪な条件下で、
飢餓・栄養不良、結核・クル病をはじめとする
諸々の疾病に侵され、晒され、その生存さえ脅
かされる様な状態におかれていた。更に、学校
（宗教との分離は達成されず、また、教壇には、
帝政期の教師が依然として立っていた）や教会
を通じて、目的意識的に与えられる有害な影響
（つまり、労働者・勤労大衆にとって、不利益
となる影響）、またその他に、学校外において
も到る処に充満している有害な、類廃的な諸々
の影響に、全く無防備なま、に、晒されていた。
労働者・勤労大衆の子供達のおかれた精神的
・肉体的に劣悪な条件から子供達を精神的・肉
体的に防衛する必要性が不可避的に意識される
様になった。即ち、子供達の防衛は、子供達自
身が、主体的に自己を防衛しなくては無意味で
あり、子供達が積極的に、自分達にとって疎遠
で敵対なものに対決して初めて可能となるが故
に、子供達の防衛のために、子供達の主体的且
積極的な組織化の必要性が意識されるようにな
ったのである。そして、それは、現実に移され
た。
11月革命の後、特に、 19~20年の革命と反革
命の錯綜する混迷した状況のなかで、ハレニメ
ルゼブルク、南ドイツ（シュツットガルト、エ
スリンゲン）、ルール地方（エッセン、エルベ
域、等々）、ハムブルグ、ブレーメン、ベルリ
ン、ケムニッツ、テューリンゲン（ヴァルター
ハウゼン、ゴータ、ヴァイマール、ヴァイセン
フェルス、等々）の労働者階級の闘争の中心地
において、 KPD党員、 FSJ (自由社会主義
青年、 18年10月末結成、 KPDの青年組織）の
同志達によって、労働者の子供達が組織され、
指導を受けて活動を始めた。これが、 ドイツ共
産主義少年運動の起源である。
こうして誕生した労働者の子供達の共産主義
少年組織=KKG (共産主義少年団）は、しか
し、当初は、それぞれの地方の労働者の闘争・
運動や少年団に対する認識、また、それぞれの
少年団の指導員の少年団に対する位置付け、等
等に規定されて、各々の傾向や性格を異にして
おり、その活動内容も極めて多様であった。そ
して、致命的な欠陥として、これ等の少年団は、
相互の連絡・結合を欠いていたのである。
さて、共産主義少年運動・少年団は、前述の
“子供達の防衛”と云う意味においてだけでは
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なく、それと表裏の関係にあるが、階級意識あ
る労働者の後継者、換言すれば、将来の階級意
識ある労働者の育成と云う意味においても、一
層の発展をとげなくてはならなかった。そのた
めには、全国に散在している少年団を組織的に
統括し、活動方針を明確にする必要があった。
そして、この必要を満たすための任務は、KPD、
F SJ、KJI (共産主義青年インターナショナ
ル）によって引受けられた。
第二節 KKG創設大会とその後
労働者階級の若い世代の問題に関心を持って
いたKPD、FSJ、KJIは、 20年夏頃に、エ
ドヴィン・ヘルンレとエーリッヒ・ヴィースナ
ーに命じて、 KKGの創設文書にかかわる作業
を始めさせた。両人の尽力によって、準備が進
められ、やがて、 20年12月5日には、ヘルンレ
の主導下に、ベルリンにおいて、少年運動の責
任ある担当者や少年団の信頼できる指導員が会
して体験の交換を行なう初めての協議、一種予
備的な協議が行なわれ、現存する諸少年団の組
織的統括が、そして、 KJD (ドイツ共産主義
青年、 20年9月、 FSJ改称）による共産主義
少年組織の中央集権的・統一的指導部の建設が
要求された。そして、同27日には、ベルリンに
おいて、 KKG代表者の最初の全国大会が開催
された。これが公式的な意味でのKK-G創設大
会であり、この大会には、 ドイツのあらゆる地
区からの派遺委員が、 KJI執行委員会、 KPD・
KJD中央委員会、プロレタリア父母会や共産
主義的な教師の担当者の臨席のもとに参加し、
「KKG創設のためのテーゼ」と「KKGのた
めの組織上の方針」が決議され、ヘルンレによ
って、主旨説明・報告講演が行なわれた。翌28
日からは、 K~D の第 5 回大会が挙行され、 K
KGにおける活動のための方針とテーゼを承認
し、現存するあらゆる少年団を直に統括する任
務を持つ KJDの児童書記局に、エドヴィン・
ヘルンレとエーリッヒ・ヴィースナーを招聘し
た。
「KKG創設のためのテーゼ」の第6テーゼ
に、「共産主義少年団の任務は、共産主義者の指導
のもとでのプロレタリアの子供達の結集、プロレタ
リアの子供における階級意識の喚起、プロレタ
リアートの団結と搾取者に対する闘争のための
子供の教育である。少年団の全行動は、闘争す
るプロレタリアートのあらゆる戦線へのプロレ
タリアの子供の編入において、頂点に達しなく
てはならない。共産主義少年団は、その様にし
て、共産主義青年組織の前段階となるのである」①
と象徴的に述べられている様に、 KKG創設大
会を通じて、また、 KJD第5回大会を通じて、
KKGは、その性格・目的の原則的明確さを獲
得した。今や、 KKGは、その力量に応じた団
活動の形態を、労働少年大衆の獲得を求めての
努力がなされねばならず、プロレタリアートの
次なる世代の階級的な教育の意義を、何よりも
団指導員に説明し、納得させなくてはならなか
った。更に、現存する反動的・無党派的（と自
称する）諸々の少年組織、その新たな建設に、
理論的且実践的に対決しなくてはならなかった。
これ等を含めた多くの課題にKKGとその指導
員が対処して行くにあたって、 KJI執行委が発
行を21年以降始めた紙誌、つまり、労働少年の
ための国際新聞「若き同志」、 KKG指導員と
仲間のための伝達誌「プロレタリアの子供」は、
極めて有益であった。
KKGは、諸々の困難につきまとわれ、その
活解は決して容易ではなかった。何よりも反動
・反革命勢力により、また、警察・司法当局に
より、少年団活動が妨害され、指導員には諸々
の弾圧が加えられた。一例を、 21年の3月闘争
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に取る。労働者階級の革命的高揚、 KPDの勢
力拡大を阻止し、壊滅的打撃を与えんとした支
配階級の要請に応じた警察部隊の挑発に対して
中部ドイツ工業地帯の労働者が攻勢的に決起し、
結局は、労働者階級の敗北に終った 3月闘争の
際には、全てのKKGが禁止され、特に、ハレ
＝メルゼプルク地区やマンスフェルト地区 (K
PDの影響力が極めて強く、労働運動の特に活
発な地方であった）では、 KKG指導員が逮捕
• 投獄されたり、虐殺されたりもした。
KKGの困難の原因としては、前述の原因ば
かりではなく、内的原因もあった。何よりも、
KKGは経験を欠き、適切な人材に不足してい
た。そして、 KPD・KJDの同志達の間には
KKGの重要性に対する認識不足が多かれ少な
かれ残っており、また、労働者階級の闘争に関
する KPD・KJDの多大な任務の故に、 KP
D• KJDの組織的援助が不充分であった。
しかしながら、力''る諸々の困難にもか>ゎ
らず、 21年2月には60余の拠で組織されていた
にすぎなかったKKGは、 6月には、 120程の
拠で、なかんずくミュンヘン、エルフルト、ラ
イプチッヒ、ヴァイセンフェルス、リューデン
シャイト等々で組織され、活動していた。やが
て、 8月には、 KKGは、その数にして約200
程が組織され、そして、 KKG指導員第一回全
国大会の開催された 9月には、約280程のKK
Gが活動していた。しかし、その一方で、 KK
Gにセクト的・エリート的な傾向が早くも現わ
れ始めていた。
第三節 KKGの構造転換・ピオニール班
ゴータにおいて、 KKG指導員第 3回全国大
会 (23年7月22-23日）が開催された。同大会
は、 ドイツ共産主義少年運動史上の一大転機と
なるはずであった。即ち、同大会で、エドヴィ
ン・ヘルンレが、尖鋭化せる客観的な革命情勢
を顧慮しつつ、従来のKKGとその活動を、不
充分にしか組織されておらず、全国的規模では
決して組織されておらず、多かれ少なかれ不安
定なクラブ、教授・歓談・プロパガンダのサー
クルがあるだけで、闘争体はひとつとして存在
していないと、批判的に総括した。その上で、
彼は、闘争を一層激しい作用力をもって、また、
集団的に遂行するためには、子供達自身の統一
的・中央集権的な組織ー「若き同志の同盟」が
必要であると、 KKGの構造転換を提案した。
そして、その「若き同志の同盟」は、その主戦
場たる学校での闘争を一層効果的に遂行し、少
年大衆への影響力を一層拡大するために、従来
の様に居住地域に基づくのではなく、闘争単位
・組織単位としての学校細胞に基づいて構築さ
れることが展望された。つまり、共産主義少年
組織編成の地域原則から職務（機能）原則への
転換が提案されたのである。
しかし、同大会での提案・提起の実現は、そ
の後の社会情勢の急変のために延期された。
敗戦後の政治・経済情勢の悪化、フランス・
ベルギ一軍のルール地方軍事占領、軍部・ファ
シストによる労働運動挑発、政府の労働運動抑
圧、等々を背景に、労働者階級の革命的高揚は、
23年秋、頂点に達した。ついに10月23日、 KP
Dを中心とするハムブルグ労働者は、武装蜂起
に踏切った。だが、これは、 KPDの指導と連
絡の不備から行なわれ、全国的広がりを持たず、
労働者に犠牲を出して、またしても敗北に終っ
た。そして、 11月23日には、 KPDのみならず、
KJD・KKGを含む全共産主義組織が全国的に
禁止され、非合法活動の時期が始まった。
23年秋の闘争とその後の非合法期に、 KKG
は、客観的な必要から自己変容を行なった。
KKG全国中央は、 23年秋の革命的情勢の尖
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鋭化を考慮して、 「KKGの転換」についての
回状を、 10月中旬に発した。その結果、労働者
階級の闘争の中心地、ハル＝メルゼプルク、ザ
クセン、チューリンゲン、ベルリン等で、 KK
Gは、活動の必要から、構造転換を計り、 KK
Gの戦闘班ーピオニール班を生み出した。即ち、
全ての活動を10~15オの者に集中し、特に困難
な活動は12~15オの者に委ね、この10~15オの
者が5人ひと組となってピオニール班を構成し
たのである。
ピオニール班は、 KPD・KJDに直属し、
厳格な規則と規律を持ち、地方的実情に応じて、
成人・青年労働者から指令を受けて活動した。
例えば、伝令、偵察、ビラ・パンフレット等の
運搬、ビラの配布、また、通学カバンによる非
合法的武器輸送等であった。
しかし、非合法化されたKKGは、壊滅的打
撃を受け、ほとんど生残れなかった。原因とし
ては、過酷な条件と云う客観的原因と共に、 K
KGの組織的力量不足、 KPD・KJDの援助
不足、 KPD・KJDによるKKG指導員の引
上げ、 KKG指導員の任務過剰と云う主体的原
因もあった。それでもなお、 50程のKKG乃至
ピオニール班が、非合法活動をつづけた。
第二章第I期・ JSB (年少スパルタクス
団）の時代
第一節 JSBの結成
全共産主義組織の全国的禁止の解除後の24年
10月4~5日に、ヴァイセンフェルスでKKG
指導員第4回全国大会が開催された。それは、
共産主義少年組織の最初の発展段階•発生期の
終結、 KKG活動の理論的・実践的礎石設定の
終結となり、同時に、全労農少年の影響力富か
な大衆組織への少年運動の発展の基礎付けとな
った大会である。
同大会は、従来のKKGに対して、無形式な
分散した、確固たるプログラムや一定のイデオ
ロギーなしに活動していた少年団から、次第に
統一ある共産主義少年運動に発達したこと、強
固な中央集権的全国組織を欠いていたにしても、
一定の活動方法を作り出し、統一行動・活動の
遂行が可能であったこと、 KKGの活動とプロ
レタリアートの階級闘争との密接な結合の必然
性が、理論的には承認されていたこと、学校闘
争でのKKGの功績が、疑いなく大であること、
等を積極的に評価した。だが、同時に、 KKG
が、労働者・勤労大衆の子供達の戦闘組織では
なく、大抵は、児童保護・教授・歓談組織に留
まっており、それが、活動方法や組織形態（基
礎単位たる学校細胞・統一的中央集権的組織の
欠如） ・構成（多数の年少者） ・KKGと指導
員の政治的当惑に現象していたと、問題点を指
摘した。そして、前大会までに現われていた停
滞、非合法期における衰退の主要な原因を、 K
KGの非政治的性格、党や青年組織の生活・闘
争との不充分な結合、完全な組織的非自立性と
誤った自立性に求めた。
同大会は、上述の諸点を考慮した上で、統一
的に組織された中央集権的且自治的なプロレタ
リアの子供の同盟、大衆的且戦闘的組織、 JS
Bの創設を決議した。
新たに創設された JSBは、 10~15オの子供
達によって、学校細胞を組織の基礎単位として
構成され、主力を12~14オの子供達におき、 15
オの子供を同時に KJDの成員とすることによ
って、青年組織との結合を強固にすることが計
られた。 JSBは、団員証・記章・旗・赤色ピ
オニール布等のシンポルを、新たに導入し、団
員達は、自らを「若きピオニール」と称し、「ピ
オニール規則」にもとづいて規律ある活動を展
開した。
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JSBの活動は、かって、一時的に現われた
KKGのピオニール班のそれに類似しており、
学校闘争、成人・青年労働者の闘争への参加が
中心的であり、また、団や細胞では、階級戦線
への子供達の編入・共産主義への子供達の教育
のために規則的で基本的な共産主義的陶冶活
動に大きな注意がはらわれたこともあって、
イデオロギー、戦闘力の面で非常に強化され
た。
第二節 JSBの低迷
JSBは、かくて、戦闘組織的傾向を持ち得
たが、しかし、内包する諸問題から大衆組織と
は成り得なかった。即ち、 JSBは、その組織
構成上、 10オまでの子供達を反動・ 反革命的影
響に晒したまま放置しており、また、その活動
面では、教師を一面的に労働少年の敵と見なし、
学習活動を軽視し、そして、労働少年全般の利
害•関心に対する配慮を欠いていたために、労
働少年大衆から孤立化する傾向にあり、学校細
胞・団員数などは、全体として低下の一途をた
どった。そして、 JSBは、第I期 ・KKGの
時代に、その創設者・指導者達の有力な一員で
あったE.ヘルンレによって、強く否定されてい
たところのもの、つまり、 「少年党」の如き様
相を呈するようになった。
JSBの低迷・ 停滞は、やがて気付かれるに
至った。一例を、カール・ゾートマンに取る。
共産主義少年運動の当時の指導的人物のひとり
であった彼は、 『プロレタリアの子供』 (29年
1 月、第 9 巻• 第1号）に、論文「JSB第8
回大会（指導員大会）のために」を発表し、そ
こにおいて、次の表②を掲げて、 JSBの低迷・
停滞を指摘している。
K. ゾートマンは、 JSBの停滞・衰退の原因
を、党や青年組織の方法の過度に杓子定規な模
団員数
地区の団数
学校細胞数
エルツゲビルゲ
Iヽ レ
北独海岸部
ルール地方
中部ライン
26年1月1日I21年10月1s I 2s年7月1:l
8,246 
275 
144 
団2員6地年区団
70 20 
690 19 
1,00 24 
950 21 
20 5 
7;640 
269 
111 
28 年
団員地区団
459 23 
52 19 
820 25 
850 38 
7,039 
278 
58 
団差員 地異区団
-240 +3 
-168 
-180 + 1 
-100 +17 
150 9 -50 +4 
倣と云う点、活動の生き生きとした方法を持た
ず、作用力を欠いている点、党や青年組織によ
る援助の質的量的不充分と云う点等に求めてい
る。
彼の指摘は、誤ってはいない。しかし、まだ、
不徹底である。つまり、 JSBの組織・活動の
方針・形態上の根本的な誤謬の指摘・批判にま
では至っていないのである。だが、それは、今
しばらくの時を要したが、やがて、次第に、果
たされることになる。
第三章 第皿期・赤色年少ピオニール・赤色
年少部隊の時代
第一節 共産主義少年運動の大衆化に向けて
29年10月24日、ニューヨーク株式市場の大暴
落に始まる恐慌の波及と進展に伴ない、やがて
露骨な反動攻勢が強化され、ファシズムが急速
に台頭して来る。かかる客観情勢の急変を反映
しかつ予見して、KJIの執行委は総会を開き(29
年11~12月）、共産主義青年・少年運動の方向
転換ー大衆化を指令した。
同総会では、資本主義諸国の共産主義少年運
動に共通して現象している運動の劣悪な状態に
ついて、従来、少年の心理を顧慮せず、 「純粋
に政治的」に振舞い、少年に対してあまりにも
「無味乾燥な」政策を以って近づき、そして、
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党• 青年組織の形態・方法を機械的に採って、
少年組織に「少年党」の性格を与えてしまった
ことが自己批判された。その上で、 「xx(共
産）主義的少年運動は、青年運動より広汎な且
つ少年のあらゆる利害や要求に適合した闘争に
基礎をおく、プロレタリア少年の教育組織であ
る」③との認識に基づき、労働に従事している少
年の利害を配慮しつつ成人の経済的・政治的闘
争と結合した具体的且つ少年にわかりやすいス
ローガンによって、広汎なプロレタリア少年を
動員し、少年自身の活動を昂揚．覚醒させる様
な、生き生きとした少年にふさわしい活動形態
と方法を適用することによって、学校闘争、学
校スト、成人ストヘの参加、帝国主義的教育や
戦争準備に対する闘争等々の多様な闘争任務が
遂行されなくてはならないとされた。
総会では、更に、少年組織の少年大衆との結
合を深め、強め、その大衆性を強固にするため
に、学校細胞を基礎単位とする少年組織の周囲
に、種々の中間的な補助組織を作り、少年組織
の基礎が多数の少年の居るところに在る状態を
作ることが提案され、そして、指導幹部を養成
すること、その幹部の能力を高めることが、青
年同盟の特に緊急な任務とされた。
ここでは、多くの前進が見られる。特に、活
動方法・形態の改善、従来は作られていなかっ
た補助組織の組織化は、評価さるべきである。
だが、成人・青年労働者の経営体細胞の機械的
転用である学校細胞が、依然として、組織の重
要な基礎単位として固執されている点に、問題
が残っていると思われる。
積極面・消極面を同時に内包するにせよ、 K
JI執行委の大衆化指令は、共産主義少年運動の
発展の一大転機となった。
30年7月、ベルリンで開催された第2回スロ
ート（労農少年の世界大会）の大会第 3日夜の
指導者会議において、 KJVD (ドイツ共産主
義青年同盟、 25年5月、 KJD改称）中央委員
アルツール・ベッカアにより、 「同盟の現在の
活動様式と方法は児童活動の特殊性を顧みず、
不充分且不円滑なるを免がれず、為めに、同盟
は、現在尚、精英の一群たるのみ。故に、更に
活発に児童に適応したる方法に依りてのみ、労
働者児童のより広汎なる大衆を把得し得べし。
古き方法を捨てよ。而して、遊戯、スポーツ、
遠足、ダンス、更に子供の祭礼に至るまで、挙
げて、その活動方法たらしむべし」（要旨）④ と、
JS Bの活動方法が自己批判され、精力的・決
定的転換の必要が説示された。そして、彼並び
にヘルマン・レンメレ、フリードリッヒ・フュ
ールンベルク等々によって、共産主義少年運動
（特に JSB)の活動方法の批判が為され、少
年運動の活動・ 組織形態について論ぜられ、方
針転換について論ぜられ、主張された。
KPDとKJVDの中央委は、情勢の変化、
KJI執行委指令• 第2回スロート指導者会議の
論議を反映して、 30年秋に、 「ドイツにおける
少年運動のための方針」を決議した。それは、
JS Bに代えて、 「赤色年少ピオニール」 「赤
色年少部隊」を創設することを指示していた。
第二節 赤色年少ピオニール・赤色年少部隊
「ドイツにおける少年運動のための方針」の
指示に基づいて、 ドイツ共産主義少年運動の改
造が行なわれた。その結果、赤色年少ピオニー
ルと赤色年少部隊が誕生するのであるが、この
改造は、組織・活動の形態・方法に対する根本
的なものであり、翌年4月の『プロレタリアの
子供』 (31年4月、 11巻1号）誌に、 「組織の
明確性について」なる論文が掲載されるなど、
現場に混乱を引き起こし、いささか難産であっ
た様に推測される。
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さて、先ず、赤色ピオニールは、 JSBが学
校細胞を組織基盤としていたのに対して、 180
度転換し、 10~14オの子供達が居住地区におい
て、 50人ごとに組織する「ピオニール部隊」を
組織基盤として構成された。赤色年少ピオニー
ル・ピオニール部隊に所属し、それを構成する
子供達、つまり、ピオニール達は、同時に、他
方で、プロレタリアートの超党派的大衆組織〔国
際労働者救援会、赤色救援会、自由思想家、ス
ポーツ団体、その他の教養・文化組織、等々〕
のなかに、所謂中間的な補助組織である「ピオ
ニール班」を組織し、また、労働に従事してい
る子供達のもとにも「ピオニール班」を組織し
て児童搾取に対して闘争した。これ等のピオニ
ール班（補助組織）には、ピオニール達は無論
のこと、その他の子供達、 「赤色鷹 (SPDの
少年組織）」の子供達すら参加したと云われ、
それ等は、赤色年少ピオニールのプールとなり、
組織の底辺の拡大・大衆化を支え、保証するも
のとなった。
ピオニール部隊・ピオニール班においては、
労働少年の関心に応じた諸々のサークル活動が
行なわれた。例えば、図画、工作、音楽、言語、
衛生事務、等々の一クル活動は、 JSBの頃に
は、あまり見られなかったものであり、今や、
子供達の積極性に、大きく作用することとなっ
た。
ピオニール達の主戦場、学校においては、学
校闘争の一層効果的な遂行のために、全ての労
働少年の統一戦線機関である「赤色学校前哨」
が、学校闘争の中央として組織された。従来の
学校細胞は、放棄されたと思われる。成人・青
年労働者の経営体細胞の機械的転用である学校
細胞は、もともと少年運動には不適切であった。
KPD・KJVDは、おそらく、この点を自覚
し、 KJI執行委指令に反して、学校細胞を、組
織の基礎単位としても、学校闘争の機関として
も、放棄したのであろう。 「ドイツにおける少
年運動のための方針」、「組織の明確性について」、
その他の資料では、学校細胞については語られ
ていない。
赤色麿をはじめ、プルジョア的少年組織・キ
リスト教的少年組織等の子供達、また、未組織
の子供達が参加し、ピオニール達が指導的役割
を果たしていた赤色学校前哨の任務は、学校新
聞、生徒集会、共同の生徒・父母集会、 （革命
的父母会と連帯した）共同の生徒・父母行動の
準備におかれていた。
かかる赤色年少ピオニールが、 KJVDの直
接的な交代兵として位置付けられたのに対して、
赤色年少部隊は、赤色年少ピオニールの年少班
として位置付けられ、 6~10オの子供達によっ
て構成され、その主要な活動は、歓談や教育の
領域に在るとされた。
少年運動の転換が進展するのと相前後して、
労働少年の関心に立脚した多面的な教育活動の
展開される「少年クラプ」が、少年大衆に向け
て設置された。その最初は、 30年12月3日、北
東ベルリンの労働者地区（ドウンカー街）に開
設された労働少年クラプ「レーニン」であった。
少年クラプもまた、少年運動の大衆化に資する
こととなった。
ドイツ共産主義少年運動は、赤色年少ピオニ
ール、赤色年少部隊として、また、その活動を
通じて、大衆化を実現し始めた。例えば、 31年
半ばには、国際労働者救援会ピオニールは13,000、
赤色救援会ピオニールは 1,200、スポーツ団体
ピオニールは18,000、自由思想家ピオニールは
1,500であった。しかし、この成果を充分に拡
大・深化することは許されなかった。ナチスの
政権掌握がそれを妨げたのである。
ナチスの支配した時代に、ドイツ共産主義少
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年運動を支えた子供達が、いかに振舞い、いか
に行動したか、定かではない。ドイツ共産主義
少年運動は、ヴァイマル共和国と共に生れ、共
に最後を迎えたと云っても差障りはないであろ
う。誠に短命であった。しかし、その伝統は、
ドイツ民主共和国において、今日もなお、ピオ
ニール組織「エルンスト・テールマン」に生き
ている。そして、現在の我々にとっては、資本
主義社会における労働者・勤労大衆の子供達の
組織化・活動が、いかにあるべきか、いかにあ
ってはならないかを教えてくれる貴重な遺産で
ある。本稿は、その遺産を継承する作業のごく
ささやかな端緒でしかない。
なお、本稿は、日本教育学会第35回大会 (76
年9月・早稲田大学）での本稿と同一表題の発
表原稿を基に、大幅な加筆を行なったもので
ある。
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